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［目的 ］近年 ，2本 の 臍帯動脈の 血流動態に差異

が あ る 場 合 ，そ の 周産期予 後が 不良で あ っ た とい

う報告が 散見 され て い る 。しか し，本動脈は 2 本

が螺旋状に 走行 して お り ，個 々 の特定は不可 能で

あ るた め に ，正常胎児に お ける動脈間の 血流動態

の差異に つ い て の 報告 は少ない 。我 々 は ，謄動脈

の腹腔内部分を利用する こ とに よ り臍動脈の 個別

評価を試み ，合わせ て 正常胎児に おけるそ の 左右

差に っ い て 検討 した 。 ［方法 ］妊娠 25週以降の 母

児と もに合併症を認めない 妊婦 125 例を対象に ，

延べ 159 回の 計測を行 っ た 。超音波B−mode また は

color 　flow　mapping に よ り胎児膀胱周囲を走行す

る 2 本の 臍動脈を同定 し ， 超音波 pulsed　 Doppler

法に よ りresistance 　 index （以下 R 　I ）を算出 ，

検討に 供 した 。 ［成績 ］妊娠25〜28週 での 臍動脈

RI は左0．75± 0．07，右0．75± 0．06であ り，29〜

32週で そ れ ぞ れ 0．71± O．07，0．72± 0．07，33〜 36

週0．68± 0．07，0．67± O．07，37週以降で 0．66±

0．06，0．64± 0．06で あ っ た ．しか し ， 個 々 の例で

の 臍動脈 RI に は 25〜28週で 7．3± 6，7％ の 差が あ

り，以後も7．7±6．6，8．7± 8．L8 ．1± 7．7％の 左

右差が み られた 。また ，臍動脈 RI 左右差が 20％

以上に 及 ん だ 症例は ，25〜28週で 3．8 ％ で あ っ た

が 、妊娠の 進行 と共 に 4．4，6．8 ，10．3％ と増加す

る傾向が み られ た 。こ れ らの 例で は ， 臍帯に お い

て も RI を異に す る 2 つ の 血流速度波形が 得 られ

た 。 ［結論 ］臍動脈の 腹腔内部分 を用 い る こ とに

よ り，その血流の 個別評価が可能で あ っ た 。正 常

胎児に お い て も ，2本の 動脈血流に 明 らかな差 を

認め る例が あり，そ の 差は臍帯血流にお い て も確

認 され た ．臍帯動脈血流の 評価 に は 動脈間の 血流

動態の 差 も考慮す る必要が考え られた ．

［目的］近年 、 胎児評価 における胎児 血流計測は重

要な役割を担い 、 特に 血液の 再配分とい っ た所見

が重要視 されるよ うに な っ て きた 。 また胎児仮 死

の際 、 胎児脳 の 中で も脳幹部と大脳皮質で は再配

分の 程度 が異な るとい っ た動物実験 の 報告 もあ る 。

今回 、パ ル ス ・ドッ プラ
ー

法 を用 い て 胎児脳血流

波形計測を施行 し 、 そ の 変動を検討する 。 ［方法］

妊娠24〜41週まで の 合併症の な い 妊婦で 、well
−

beingと判断された胎児 の 脳底動 脈 resistance

index（BARI、 計測は椎骨動脈の 分枝 がWiUis 動脈

輪に 合流する部位で 施行）、 及び 中大脳動脈 re −

sistance 　 index（l　CARI）を求め 、   週数毎の パ ラ メ

ーターの 変動をみる（standard 　 curve ：平均 ± 1．5

SD）。   最近経験 した子宮内胎児発育遅延（IUGR）

ll例（うち顕性胎児仮死 4例）の 胎児評価 に おけ る

有用性に つ い て検討する 。 統計処理はWilcoxon検

定で 行い 、P〈0．05を有意 と した 。 ［成績ユ  BARIは

妊娠24〜 27週 まで は 0，743〜O．746と比較的高値 で

あるが28〜32週には 0．658〜0．681と有意に 低値と

な り、その 後再上昇す るもの の 妊娠 10ヶ 月以後は

再び0．65前後と低値にな っ た 。 MCARIは妊娠 9ヶ 月

ま で は0．8〜O．85と高値を持続するが 、 10ヶ 月に 入

る と0．719〜0．734と有意 に 低値をと っ た 。   顕性

胎児仮死4例中全例で BARIは低値で あ っ たが 、残 り

7例 の IUGRで はBARIは正 常で あ っ た 。 また仮死症例

4例中3例及び胎児仮死と診断 されな か っ た 1例 で

MCAR互は低値で あ っ た 。 ［結論］妊娠30週前後 で BA−

RIが低値を示すこ とか ら、同時期に は生理的に脳

幹周辺〜大脳 に おい て 血流再配分な どの変化 が生

じて い る可能性 が 示唆 された 。 また IUGRに お い て

はBARI及びMCARI測定が胎児仮死 の診断に有用で あ

る と考えられた 。
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